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はじめに
　日本は1964年の東京オリンピックと1970
年の大阪万博EXPO'70を通じて、先進国
への階段を駆け上り、経済の全てが右肩上
がりであった。しかしこの頃、ジャガイモ
の年間一人当たり消費量は低下を続け、
13kgを下回り最低となった。食糧として
生いもを家庭で調理する生食向け消費が減
少したためである。一方、大阪万博以降は
加工食品向け用途が生まれ、消費量は増加
へ転じた。最初にポテトチップ、そして冷
凍フライドポテトの増加に続き、レストラ
ンチェーンなど外食産業の発展、さらに総
菜等の中食としてコロッケとサラダの消費
が拡大した。
　このような消費構造の変化に対応した品
種改良の経緯は、本誌100号（p29）に述
べたので省略する。本稿では、同じ頃に生
産現場で大きな転換点となったジャガイモ
シストセンチュウの発生、その育種的な対
応に焦点を絞り紹介する。

生産現場での転換点
　1972年に北海道虻田郡真狩村で、初めて
シスト線虫の発生が確認された。その後、
道内で汚染面積が拡大するとともに、1992
年に長崎県、2003年に青森県、そして2007
年には三重県でも発生を確認し、全国の発
生面積は１万haに達しさらに増加傾向に

ある。本線虫が成熟してできるシスト（卵
嚢）は、化学的・物理的に耐久性が高く、
自然条件の土壌中で10年以上活性を維持
し、塊茎および土とともに移動して伝染す
る。このため国際植物検疫上第一級の有害
線虫とされ、汚染圃場での種いも生産は認
められていない。このため、シスト線虫の
汚染拡大は、ジャガイモ産業の根幹を揺る
がす脅威となった。
　ところで、シスト線虫抵抗性品種を汚染
圃場で栽培すると、農薬を用いた化学的防
除無しでも土壌中のシスト線虫密度が減少
する。また生産された塊茎にシストが付着
しないため、生産物の流通による発生面積
拡大を抑制できる。そこで、抵抗性品種の
育成が急務となった。

シスト線虫抵抗性の導入
　本線虫の発生確認と同時に、当時の農林
水産省北海道農業試験場および北海道立農
業試験場の協力のもと、総合防除の基幹と
なる抵抗性品種育成に着手した。
　1971年に旧東ドイツから導入した
「Tunika」をはじめとして、海外から多数
の抵抗性品種を導入し、特性評価とともに
シスト線虫発生地における適応性を検討し
た。この結果、1978年に澱粉原料用品種「ツ
ニカ」として登録された。しかし、シスト
線虫発生地帯でもあまり普及しなかった。
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「ツニカ」を母本とする交配からは、澱粉
原料用の「トヨアカリ」、生食用の「キタ
アカリ」と「エゾアカリ」、フライ用の「ム
サマル」が育成された。
　1972年以降の約20年間は、シスト線虫抵
抗性の導入を最優先としたため、それ以前
の育成品種に比べ収量が劣るばかりでな
く、塊茎の外観や調理品質、油加工適性お
よび澱粉品質など利用特性も犠牲にせざる
をえなかった。このため国産品種育成に加
え、需要構造の変化に対応して利用特性を
考慮し、加工原料向けとして「アトランチッ
ク」等の外国品種も導入された。
　米国のコ－ネル大学から抵抗性品種間の
交配種子（Hudson ｘ Wauseon）を導入し、
後代検定により抵抗性遺伝子を３重式に持
つ母本系統「R392-50」を選抜した。本系
統を用いて効率的な育種をすすめ、「とう
や」、「さやか」、「アーリースターチ」等多
数の優良品種が育成された。

利用特性が優れる抵抗性品種の育成
　食卓に上るジャガイモは、それぞれの調
理法に適した特性を持つことが求められ、
見た目も消費者を引き付ける魅力あるもの
でなければならない。つまり、消費者にとっ
て、シスト線虫抵抗性は意識外のことであ

る。黄色粉質で良食味の「キタアカリ」、
早生で早期出荷に適し滑らかな舌触りの
「とうや」等が栽培面積を伸ばしている。
　高収量かつ高品質であることは加工原料
用にとって重要である。「さやか」は目が
浅く剥皮歩留りが高く、サラダに適する。
ポテトチップは揚げたときに焦げ目がつか
ないことが望ましく、「きたひめ」は長期
貯蔵原料に適する。このように実需の利用
場面で効率に優れる品種が、栽培面積を伸
ばしている（表参照）。
　澱粉原料は収量性が第一義であり、「コ
ナフブキ」の多収性の壁は大きい。このよ
うな状況で、シスト線虫の高濃度汚染地を
中心に「アーリースターチ」等の抵抗性品
種が作付けされている。また、馬鈴薯澱粉
の固有用途である水産練り製品の適性が高
い特性、すなわち灰分含量が少なく糊化後
の離水率が低い系統が選抜されている。

将来に向けて
　ジャガイモの主産地では、栽培の伝統が
ある有名品種を保有しており、長崎や鹿児
島の「デジマ」と「ニシユタカ」、北海道
の「男爵薯」と「メークイン」など、根強
い人気を背景として栽培されている。また、
食品加工原料として優れる「トヨシロ」や
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澱粉原料として多収の「コナフブキ」は主
要品種として栽培されている。残念ながら
どの品種も、シスト線虫に抵抗性を持たな
い。しかし、消費者や加工現場からの品質
に関する要望は大きく、これらの需要に適

合した抵抗性品種が多数育成されている。
新品種の作付け面積拡大により、自然な形
でシスト線虫の拡大抑制が進むと期待す
る。
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